
令和７年度 介護・福祉人材確保事業について

○令和７年４月１日付け機構改革に伴い、介護・福祉人材確保対策室において介護分野
と障害福祉分野の人材確保対策を一体的に取り組むこととなった。
○「第９期大津市高齢者福祉計画・介護保険計画」に基づく、介護人材の確保・定着を
図るための３つの方向性（魅力発信、就業促進、定着支援）を基本としつつ、これまでの
経過を踏まえながら共通・一体的に実施できるものは共通・一体的に実施した。

【共通・一体的実施】
1. キャリアアップ促進給付金
2. 新人職員フォローアップ研修

【介護事業所を対象】
1. おおつ介護に関する入門的研修
2. 匠から介護現場を学ぶ：介護職員との
交流会

3. おおつ介護事業所オンラインセミナー
4. 大津市訪問介護等サービス提供体
制確保支援事業（同行支援／資格取
得支援）

【障害福祉事業所を対象】
1. 障害福祉事業所等サポート事業
（魅力発信用冊子等作成）

3. 中学校・高等学校での出前講座
4. おおつ介護フェスタ2025

新

新

新

1

資料1-1

1.おおつ介護に関する入門的研修(令和３年度からの継続事業）

介護に関わりのなかった人や介護の未経験者が、介護に関する基本的な知識を身につ
け、基本的な技術を学ぶことができる「介護に関する入門的研修」を開催し、介護分野
への関心を高めるとともに、介護に取り組む不安を取り除くことにより、介護分野への参
入のきっかけや、多様な人材の参入促進につなげる。

目的

これまで
の経過

「介護に関する入門的研修」は、国の定めにより
・基礎講座３時間（介護に関する基礎知識、介護の基本）
・入門講座18時間（基本的な介護の方法、認知症の理解、障害の理解、介護における安全確保）
の２本立てで構成されており、少しずつ内容の充実を図っている。
令和３年度 基礎講座（6回、合計150人）
令和４年度 基礎講座（6回、合計114人）
令和５年度 基礎講座（1回、32人）、基礎講座+入門講座（1回、基2人、入8人、基+入13人）
令和６年度 基礎講座＋入門講座+施設見学会（２回、合計17人（基4、基+入13））
令和７年度 基礎講座＋入門講座+施設見学会（1回、11名）

実施結果

評価と
今後の
方向性

【介護事業所を対象】

実施回数を2回から1回に削減したものの、受講者数の増加にはつながらず、就職への
直接的な成果に十分には結び付いていない。受講理由では「介護の仕事に興味があっ
た」方も数人はいたが、約2/3が「家族のため」「自分の将来のため」に受講しており、
介護を身近に感じて受講される方が多い。就職につなげることは重要ではあるが、介護
を身近に感じる方がまずは介護に取り組む不安を解消できるよう、施設見学会を含めて
実施方法を工夫をしていく。

令和7年9月8日から20日のうち、5日間の日程で大津市社会福祉事業団に委託して
実施、11人が修了された。そのうち、施設見学会に４人が参加されが、全員が役に立っ
たと評価しており、座学での理解を補完するものとして見学会は有効であった。
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２.匠から介護現場を学ぶ：介護職員との交流会(令和６年度からの継続事業）

目的

実施内容

介護現場の匠から介護技術を学び、そのスキルアップを図ってもらうとともに、介護現場
で働いている職員との交流を通じて、介護職を身近に感じてもらうことで、介護現場へ
の就職につなげていくことを目的に「匠から介護現場を学ぶ：介護職員との交流会」を
開催する。

本交流会は入門的研修最終日に開催した。講師の介護職員である「匠」から、「介護の
仕事に就いたきっかけ」、「具体的な介護の仕事」のほか、「知ってて得する介護の技」
として、認知症の方とのコミュニケーション方法や車椅子から椅子への移乗のコツなど
を実践を交えながら学んだ。また、グループワークではできる限り多くの質問ができるよ
う3～4人のグループに分かれ、今の介護現場の状況などについて、意見交換を行った。
最後に「匠からのメッセージ」として、「介護」や「介護の仕事」の魅力ややりがいを伝え
た。さらに施設見学など行くことで、より多くの学びの機会が得られるとアドバイスされた。

実施結果 令和6年度
１回目 令和6年9月28日（土） 参加者6名（うち、入門的研修からの参加者4名）
2回目 令和6年12月20日（金） 参加者6名（うち、入門的研修からの参加者4名）
令和7年度
実施日：令和７年９月２０日（土）12時30分から13時30分まで
場 所：市民文化会館
参加者：１１人（うち、入門的研修からの参加者3人）
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評価と
今後の
方向性

本交流会は、終了後に滋賀県介護・福祉人材センター主催の職場説明会があるため
か、短時間の開催が功を奏したのか、入門的研修の受講者以外にも多く参加があった。
事後アンケートで「現場の仕事の様子を聞くことができた」、「介助のコツや仕事を始め
たきっかけなど幅広く聞けて初心者に分かりやすい」などの感想が寄せられた。
経験豊富な介護職員との直接の交流は、介護の仕事をより深く知るきっかけや、より身
近に介護事業所への就労を考える機会、介護事業所への就労にあたって疑問や不安
を解消する場として継続して実施していく。

２.匠から介護現場を学ぶ：介護職員との交流会(令和６年度からの継続事業）

介護の技を実践する匠たち介護の技を実践する匠たち
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３.おおつ介護事業所オンラインセミナー(令和３年度からの継続事業）

目的

これまで
の経過

実施内容

評価と
今後の
方向性

介護職員の人材育成や業務の改善に
つながる知識が修得できる専門家のセ
ミナーをオンライン形式で実施し、働きや
すい職場づくりや職員のスキルアップを
促進することにより、介護職員の職場へ
の定着につなげることを目的とする。

令和３・4年度 6回／年
（すべてライブ形式）
令和５・６年度 ６回／年
（ライブ形式４回、動 画配信２回）

令和７年度は受託者の選定に時間を要したため、開催時期が当初の予定より遅れ事
業所への周知期間が短くなってしまった。令和8年度も継続してオンラインセミナーを実
施していくこととするが、テーマの選定にあたってはタイムリーな内容となるよう検討する
とともに、十分な周知期間を確保していく。また、開催方法については、テーマに応じてラ
イブ形式（双方向）・動画配信それぞれの特性を活かした構成とする。

令和７年度 ４回
（ライブ形式３回、動画配信１回）
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４. 大津市訪問介護等サービス提供体制確保支援事業
（①同行支援／②資格取得支援）

目的

実施内容

実施結果

評価

国の「訪問介護等サービス提供体制確保支援事業」を活用して、訪問介護事業におけ
る人材の定着を図ることで、安定したサービス提供体制を確保する。

①新人ホームヘルパー同行支援事業
経験年数の長いホームヘルパーが、経験年数の短いホームヘルパーの訪問事業に

同行し、技能や技術の向上に向けた指導を行うことに対する事業者向けの補助
・20分以上の同行支援1回につき2,500円／1事業所30回まで（上限75,000円）
②資格取得支援事業
ホームヘルパーが受験する、令和7年度（第38回）介護福祉士国家試験の受験手数

料（事業者が全額負担した場合に限る）に対する補助
・令和7年度(第38回)介護福祉士国家試験受験手数料／1人18,000円

①同行支援については、想定していた20事業所からの申請があり、目標を達成した。補
助事業の効果は、同行を受けた職員の定着状況を後日照会することで確認するが、申
請事業者からは概ね好評であった。②資格取得については、申請が想定を大きく下
回った。主な要因としては、受験手数料の事前補助という支援形態が事業所に馴染み
が薄かったことと、各事業所の既存の資格取得支援制度との調整が難しかったことが
考えられる。

①新人ホームヘルパー同行支援事業
２０事業所、延べ35人（同行訪問 延べ521回）

②資格取得支援
３事業所、延べ4人 （令和8年2月6日現在）

新
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1. 障害福祉事業所等サポート事業（魅力発信用冊子等作成）

目的

これまで
の経過

成果物

【障害福祉事業所を対象】

障害福祉サービス事業所等で勤務する職員の確保につなげることを目的に、市内の障
害福祉サービス事業所等で働くことの魅力やキャリアイメージを発信する冊子等を作成
する。

令和６年度までは、大津市障害者自立支援協議会において、障害福祉分野の魅力発
信事業として、現場で働く職員へのインタビュー形式により「仕事の魅力」や「やりがい」
を紹介し、同協議会のホームページに掲載していた。
令和７年度からは、本市の機構改革により、障害福祉分野における人材確保事業を担
う部署（当室）ができ、新規事業として、国庫補助金を活用し、障害福祉分野の魅力を
発信する冊子を作成することとした。

①冊子：2,000部（A5サイズ、両面フルカラー、12ページ）
→3月末納品予定

②webページ原案：冊子のデータ、冊子と連携させたその他詳細内容のデータ
→令和７年度中に、本市ホームページに掲載予定

新
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1. 障害福祉事業所等サポート事業（魅力発信用冊子等作成）

評価と
今後の
方向性

【障害福祉事業所を対象】

作成予定の冊子は、「障害×アート」、「障害×まちおこし」など様々な可能性、障害福祉
を身近に感じることができる内容のほか、各サービスの魅力ややりがいなどを伝える現
場で働く職員へのインタビュー、体験・見学に参加した大学生の生の声など、通常の職
業紹介パンフレットとは全く異なるものとなる予定であり、手に取ってとってくれた若者に
障害福祉のイメージを変えるものになるのではないかと考えている。
当冊子については、4月以降に、学校関係者を通じて各近隣学校の生徒・学生の元へ
配布することを予定している。また、次年度以降の障害福祉分野の人材確保事業にも
活用する。冊子だけでなく、webについては内容を更新することが可能であることから、
今後、内容の充実に努めていく。

新
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1.キャリアアップ促進給付金

目的

実施内容

【共通・一体的に実施】

介護・障害福祉サービス事業所等で働きながら資格を取得した人や研修を修了した人
への報償、及びそれを掲げることで事業所内での資格取得を促進し、職員のキャリア
アップに対する意識の向上を図る。また、職員が資格取得後も有資格者として継続勤務
することで、介護・障害福祉サービス事業所等における人材の定着を支援する。

【対象者】介護・障害福祉サービス事業所等に勤務しながら対象試験または研修等に
合格・修了し、継続して６か月以上就労している人

対象試験・研修等

介護福祉士（第37回）、介護支援専門員（第27回）、喀痰吸引等研修介 護

サービス管理責任者研修（実践研修）、児童発達支援管理責任者研修（実
践研修）、相談支援従事者初任者研修、強度行動障害支援者養成研修（基
礎研修、実践研修）、ガイドヘルパー（同行援護従業者養成研修、全身性障
害者移動支援従業者養成研修、行動援護従業者養成研修）、喀痰吸引等
研修（第１号研修、第２号研修、第３号研修）、高次脳機能障害支援養成研
修（実践研修）、医療的ケア児等コーディネーター養成研修

障害福祉

【給付金額】30,000円／１試験または１研修
【申請期限】令和８年３月３１日（予算がなくなり次第、終了）
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1.キャリアアップ促進給付金

評価と
今後の
方向性

【共通・一体的に実施】

令和7年度からは、新たに障害福祉分野でも当該給付金の支給を開始し、積極的な活
用を促すため、機会を捉えて周知を行った。また、介護分野においては、介護支援専門
員及び喀痰吸引等研修を新たに対象に加え、介護人材のさらなる定着を図った。
今後も、必要に応じて対象資格等を見直しながら、職員の資格取得等によるキャリア
アップと、介護や障害福祉の事業所等における人材定着を支援していく。

これまで
の経過
及び

実施結果

備 考障害福祉介 護

対象は介護福祉士のみ

ー26人 （780千円）令和4年度

ー57人 （1,710千円）令和5年度

ー71人 （2,130千円）令和6年度

令和8年2月5日現在57人 （1,710千円）68人 （2,040千円）令和7年度
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２. 新人職員フォローアップ研修

目的

実施結果

介護・福祉の人材確保においては、事業所への就職を支援するとともに、入職した新人
職員の職場定着を図ることが重要である。介護現場では３年未満の離職率が高く、人
間関係を理由に離職することが多いことから、若手の職員が、長く安心して働き続ける
ことができようよう、良好な人間関係のためのコミュニケーションを学ぶとともに、職員同
士の横のつながりの構築を推進することで、介護・福祉現場における人材の定着を図る
ことを目的に「新人介護・福祉職員フォローアップ研修」を開催する。

講師から、受講者の緊張をほぐすアイスブレイクや、受講者同士の雑談時間により、自然
なコミュニケーションが取れる場が提供された。また、介護・福祉現場での離職率が高
い理由とその要因に触れ、退職を決断する前に、一度立ち止まり自分を見つめなおす大
切さを話された。
パネルディスカッションでは、講師からパネリストへ「現場での人間関係を良好に保つコ
ツ」や「辞めたいと思ったときの踏みとどまった経験」、「職場で意見が食い違ったときの
対応」について質問され、パネリストの今までの経験を踏まえた回答に受講生は耳を傾
けていた。また、「日々の挨拶の大切さ」や「仕事のモチベーション」など、若手職員がす
ぐに取り入れられる働くコツも話された。

実施日：令和７年１１月１２日（木）14:00～15:30（市民文化会館）
講 師：栗木 剛（motto兵庫事務局長）
ﾊﾟﾈﾘｽﾄ：原田 佳典（唐崎やよい作業所 支援員）

山本 琴乃（特別養護老人ホーム桐生園 副主任）
辻本 華穂（特別養護老人ホーム長等の里 グループリーダー）

参加者：３０名（就職支援給付金を利用して入職した
新人職員等入職後３年未満の職員） 講師とパネリスト

新
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２. 新人職員フォローアップ研修

評価と
今後の
方向性

令和７年度から新規事業として実施した。介護事業所から10人、障害福祉事業所から
20人、合計30人の参加があった。参加者アンケートでは、特にパネルディスカッションの
評価が高く、すべての参加者から気づきや学びがあったと回答している。「挨拶を元気
にしてみる」、「同僚とプライベートの話も入れつつコミュニケーションを取ってみる」、
「他職員との信頼関係を考えるきっかけになった」などの感想が寄せられた。

各法人や事業所内で取り扱う機会の少ないコミュニケーション方法などを取り上げた
研修は内容的にも好評であった。介護と障害のサービスの垣根を越えて他の事業所の
職員と交流する機会でもあり、サービス間連携や理解を深めることにつながるものとし
て今後も継続して実施していく。

職場での人間関係やコミュニケーションの
大切さを改めて考えるきっかけになったか

パネルディスカッションを聞いて、気づきや
学びがあったか

＜事後アンケート結果＞

新
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３.中学校・高等学校での出前講座

目的

実施までの
スケジュール

介護職への就職や人材の定着のためには、早期の段階より、介護職の重要性を理解す
ることや、介護の仕事への興味や関心を持ってもらうことが重要である。そのため、中学
生・高校生を対象に介護職員を講師として、高齢者への接し方や介護の基本的な知
識・技術などを体験することで、将来的な介護人材の確保につなげることを目的に学校
向け出前講座を実施する。

①教育委員会（学校教育課）を通じて各校へ事業周知
高等学校は、介護・福祉人材確保対策室から電話で事業周知・説明

②中学校から学校教育課へ申込 → 当室へ
③当室が学校の希望を聞き取る
④講師選定について、社会福祉協議会へ連絡
⑤社会福祉協議会から講師の決定の連絡
⑥当室、学校、社会福祉協議会、講師で打合せを１回程度行う

実施結果 令和４年度から事業を開始し、実績としては下記のとおり。
【令和４年度】中学校：２校（仰木、青山）
【令和５年度】中学校：４校（石山、北大路、皇子山、瀬田北）
【令和６年度】中学校：４校（石山、南郷、仰木、瀬田北）

高 校：２校（大津商業高校、滋賀短期大学付属高校）

【令和７年度】中学校：７校（唐崎、石山、北大路、仰木【障害】、南郷、粟津、真野）
高 校：1校（膳所高校）

※令和７年度から、障害福祉分野における出前講座も開始
13

３.中学校・高等学校での出前講座

評価と
今後の
方向性

教育委員会、学校、社会福祉協議会、介護施設等、多くの
関係者の協力により、実施校を増やすことができた。また、
令和７年度では中学校７校、高等学校１校で実施し、障害
福祉分野では初となる出前講座を実施した。
実施にあたっては、「高齢者理解」「障害者理解」を基本と
して、各校の意向や要望を施設側が聞き入れ柔軟に対応いた
だいたことで、「高齢者の疑似体験」や「高齢者・障害者との接し方」など、様々な体験
型の授業が実現した。

若い世代のうちに介護や福祉の仕事に興味や関心を持ってもらうことは重要であり、何
らかの形での高齢や障害分野に関連する仕事に就くことも想定し、未実施の学校へも
拡大していけるよう、関係者と協力・連携しながら引き続き実施していく。とりわけ、次年
度においては、障害福祉分野の出前講座も学校へ周知する。学校側の意向や要望に応
えた「高齢者理解」 や「障害者理解」を進めるとともに、介護や障害の仕事の「魅力」
や「やりがい」も合わせて伝えながら、職業選択の１つとなるように取り組んでいく。

＜アンケート結果＞

※介護の出前講座を実
施した中学校６校集計

【受講前】介護の仕事への興味・関心 【受講後】介護の仕事への興味・関心の変化

14



４.おおつ介護フェスタ

目的

これまで
の経過

実施結果

評価と
今後の
方向性

介護の仕事に対する理解を深めるとともに、魅力発信、
就職相談ができる場として、介護及び介護職に対する
関心が高められるよう、広く市民に情報発信することを
目的に開催する。

令和5年度より実行委員会形式で実施

イベント名：優しさヒカル 笑顔ヒカル ケア光ル
―おおつ介護フェスタ2025―

日時：令和7年１0月25日（土） １０時～１５時
会場：ブランチ大津京 ブランチさんかく広場周辺
主催：おおつ介護フェスタ実行委員会
（構成団体：（一社）滋賀県老人福祉施設協議会大津ブロック、
（一社）滋賀県介護老人保健施設協会、大津市介護サービス事業者
協議会、（社福）大津市社会福祉協議会、大津商工会議所、大津市）

※詳細は、別冊資料「おおつ介護フェスタ2025 実施報告書」参照。

約6,500人の来場者があり、賑わいがあった。また、若い方にも関心を持っていただく
きっかけとなるよう、近隣中学校の生徒や市内短期大学の学生にボランティアスタッフと
してブースやイベントの運営補助や会場内の美化活動などに参加いただいた。令和8年
度も実行委員会を中心に、介護事業所や学校、一般事業所、福祉・商工関係団体など
と協力・連携しながら、『「介護」を前面に出さないが、フェスタに参加すると知らず知ら
ずのうちに「介護」に触れる機会となるフェスタ』をコンセプトに、気軽に誰もが参加しや
すいフェスタとして開催していく。 15
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開催日時    令和７年１０月２５日（土） １０時～１５時 

会 場    ブランチ大津京 

主   催    おおつ介護フェスタ実行委員会 

（構成団体：（一社）滋賀県老人福祉施設協議会大津ブロック、（一社）滋賀

県介護老人保健施設協会、大津市介護サービス事業者協議会、（社福）大津

市社会福祉協議会、大津商工会議所、大津市） 

メインステージ（ ブランチさんかく広 場 ）  

〈 司 会 〉                 〈 LIVE&トーク〉  

 

 

 

 

 

杉浦 なおや 

（e-radio パーソナリティ）              ＥＬＶＡ 

 

１０：００～  オープニングセレモニー 

１０：２０～  皇子が丘保育園の園児による歌や手あそび 

１０：５０～  大津市消防局消防音楽隊ミニコンサート 

１１：１５～  「たいが」のけん玉ショー 

１１：５０～  介護に関するコンテスト表彰式 

１２：０５～  サザキヒロシの“出展ブースリポート” 

１２：４５～  “しがけあ”って知ってる？ 

１３：０５～  ＥＬＶＡライブステージ 

１３：３０～  杉浦とＥＬＶＡと介護職員のトークセッション 

１３：５５～  サザキヒロシ弾き語り LIVE ＆ キッズダンス「Soul Love Sound」 

１４：３０～  ビンゴ大会「カイゴ de ビンゴ」（佐藤健司 大津市長 あいさつ） 

１４：５５～  閉会 
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ブース 

ブース№ 団　体　名 内　　容

1 介護事業所優秀作品展示ブース
「介護現場のあるある川柳コンテスト」「優しさヒカル介護職フォトコンテスト」応募

作品や市内介護事業所情報の紹介

2
滋賀県介護のしごと魅力発信事業企画委員会（一

般社団法人　滋賀県老人福祉施設協議会）

12月6日(土）開催の滋賀県事業「しがけあフェスタ２０２５」の案内

しがけあアンバサダーによる輪投げゲーム

3 千石鮓
近江牛巻寿司、箱・巻寿司の販売

ヨーヨーつり、ぷにょぷにょすくい

4 SESSIONS フルーツサンド、ナタデココドリンク、光るドリンクの販売

5 合同会社ライフハピネス
介護予防相談会（40秒の測定で健康をサポート）

だし巻き、唐揚げ、スイーツ、手作り小物の販売

6・7 公益社団法人大津市シルバー人材センター

木工製品・手芸品の販売

ワークショップ（端切れリース作り）参加による入会説明、同センターの訪問介

護事業の紹介

8・9
学校法人京都成安学園

成安造形大学
学生による似顔絵制作

10 介護美容サービス Chainon ハンドトリートメント、フットトリートメント、ケアネイル、ネイルカラー、フットケア

11 大津市認知症施策推進室
タブレットを使った脳の健康度チェック（エーザイ「のうＫＮＯＷ」。先着100

名）

12
公益社団法人

認知症の人と家族の会滋賀県支部
認知症に関する啓発、相談コーナー

13
一般社団法人

滋賀県介護福祉士会
高齢者疑似体験、介護相談

14・15

社会福祉法人　滋賀県社会福祉協議会

　滋賀県介護・福祉人材センター

　滋賀県福祉用具センター

介護に関する資格取得・就労相談

福祉用具体験

16 株式会社まごころ 綿菓子、チヂミの販売

17 株式会社ＬＳＨ フランクフルトの販売

18 マザーレイク株式会社 ネパール風焼きそば「チャウミン」の販売

19 一般社団法人　セレンディップ かぼちゃスープ、ポップコーン、ポトス（観葉植物）の販売

20 中村食堂 くるパーまん（豚まん）、あんかけ中華そばの販売

21・22 株式会社ミライリハ からあげ、ポテトの販売

23
社会福祉法人　華頂会

医療法人　華頂会
射的

24 ウェルフェアー株式会社
たこせん、手作り品の販売

介護相談

25 社会福祉法人　志賀福祉会 子ども向けゲーム

26 株式会社ラ・ケア お芋アイスの販売

27
社会福祉法人　幸寿会

長等の里
「Bakery & Caféわかたけ」のパン販売

28 ニューワンズ株式会社

施設で提供食材展示・無料配布、自社開発の商品（ふりかけ）の販売、子

ども向けシュートゲーム、施設内で提供している認知症予防プログラムの紹介な

ど

29 あをに工房大津堅田・株式会社リールステージ 手作りクリスマスオーナメントなどの販売

30 滋賀県国際介護・福祉人材センター 中国のワンタンや湯園の販売

31・32
滋賀短期大学

デジタルライフビジネス学科

学生が商品企画を行う防災アウトドアブランド「MOKULAB」の商品販売（障

害福祉サービス事業所れもん会社から排出されるヒノキ材を使用）、防災かま

どのワークショップ、ヒノキコーヒーの試飲

33 大津市障害者自立支援協議会 風船バレー・ビーチボールバレーなど

34 滋賀レイクス バスケットボールシュートチャレンジ

35 しみんふくし滋賀　柳川デイサービスセンター
手作り小物の販売

事業所の活動紹介

36 社会福祉法人　大津市社会福祉事業団 クレーンゲーム（お菓子すくい）、よろず相談

37
愛の家グループホーム大津月輪

メディカル・ケア・サービス関西株式会社
手作りのゲーム（景品は入居者の作品やお菓子）

38
医療法人　良善会

ひかり病院

理学療法士によるリハビリ相談、管理栄養士による栄養相談、介護支援専門

員による介護等に関する相談

子どものワークショップ「おばけの鏡」

39・40・41

大津市障害者自立支援協議会

※午前・午後で内容が変わります

【販売】

障害福祉事業所で作ったホットコーヒー、コーヒー豆、クッキー、ケーキ、こんにゃく

（試食あり）、手織り商品、陶芸商品、ポストカード、螺鈿細工、オーガニック

ハーブティー、野菜、ハーブ

【体験】

子ども向けビジョントレーニング
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〔会場レイアウト〕 

   

若い世代の参加 

■ブース出展 

   滋賀短期大学、成安造形大学 

 

■ボランティア 

  皇子山中学校・唐崎中学校・滋賀短期大学よりボランティアとして学生 14 名（学校を通じて募

集）が、ブースリポート、ブース運営補助、美化班補助、景品渡しなどに参加。 

令和７年１０月２５日（土） 開会 表彰 しがけあ

15
30 45 0 15 30 45 0 15 30 45 0 15 30 45 0 15 30 45 0 15 30 45

1 皇子山中

2 皇子山中

3 皇子山中

4 皇子山中

5 皇子山中

6 皇子山中

7 唐崎中

8 唐崎中

9 唐崎中

10 唐崎中

11 唐崎中

12 滋賀短大

13 滋賀短大

14 滋賀短大

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ

ョ
ン
・
会
場
内
見
学

振
り
返
り

時間
9 13 14

美化班補助

ブース23（華頂会）補助

ブース37（愛の家GH）補助

ブース25（志賀福祉会）補助

10 11 12

オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

参
加

ビ
ン
ゴ
見
学

ビ
ン
ゴ
参
加
賞
配
布
・
閉
会
式

トークショー ｻｻﾞｷ ビンゴ

ブース39・40・41（自立支援協議会）　補助

スタンプラリー・アンケート景品

昼食

ブース12（認知症家族の会）
補助　光ルくん介添え

ト
ー

ク
シ

ョ
ー

見
学

ビ
ン
ゴ
カ
ー

ド
配
布

ブース35（柳川デイ）
昼食

保育園 消防 けん玉 ブースリポート ELVA

スタンプラリー・アンケート景品

ブース35（柳川デイ）補助

ステージ補助

昼食

スタンプラリー・アンケート景品

ブース28（ニューワンズ）　補助

ブース12（認知症家族の会）　補助
光ルくん介添え

ブース12（認知症家族の
会）　補助

光ルくん介添え

ブース見学・体験
写真・一言コメント

12：05～12：45
ブースリポート

美化班補助

10：20～10：35
ブースリポート

打合せ

ブース見学・体験
写真・一言コメント
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ステージイベント詳 細  

【10:00～】 オープニングセレモニー 

■登壇者 

〈主催者〉 

八田 泰寛 おおつ介護フェスタ実行委員長 

東  宗樹 おおつ介護フェスタ実行委員会副実行委員長 

堀井 昭昌 おおつ介護フェスタ実行委員会監事 

松川  恵 滋賀県老人福祉施設協議会大津ブロック長 

生熊 勇基 滋賀県介護老人保健施設協会 

北村 拓人 大津市介護サービス事業者協議会監事 

猪飼 秀幸 大津商工会議所中小企業振興部経営支援課係長 

井ノ口浩士 大津市社会福協議会事務局次長 

 

〈大津市〉 

小野 昌幸 大津市健康福祉部長 

 

〈来 賓〉 

平野  宏 滋賀学区自治連合会長 

 

■次 第 

（１）主催者あいさつ 

八田 泰寛 おおつ介護フェスタ実行委員長 

（２）大津市あいさつ 

小野 昌幸 大津市健康福祉部長 

（３）出席者紹介 

 

 

 

【10:20～】 皇子が丘保育園の園児による歌や手あそび 

皇子が丘保育園の園児約 50 名による歌や手あそび。 

       

（曲目） 

・ブドウのダンス 

      ・まつぼっくり 

      ・やきいもグーチーパー 

      ・手のひらを太陽に 

      ・おいもゴロゴロ 
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【10:50～】 大津市消防局消防音楽隊ミニコンサート 

大津市消防局消防音楽隊とカラーガード隊による演奏。 

（曲目） 

  ・銀河鉄道 999 

  ・ドラえもん（星野源） 

  ・ジャンボリミッキー 

  ・日本を勇気づける名曲メドレー 

 

 

【11:15～】 「たいが」のけん玉ショー 

けん玉界では数少ない競技の大会と自由演技の大会の

両方で優勝経験があるオールラウンドプレイヤー「たいが」さん

によるけん玉ショー。 

 

 

【11:50～】 介護に関するコンテスト表彰式 

〈コンテスト〉 

■応募対象 

 大津市内の介護サービス事業所等に勤務している方、大津市内の事業所を利用している方及びそ

のご家族。 

 

■入選賞品 

 大賞 5,000 円 入賞 3,000 円 奨励賞 1,000 円 

大賞副賞 一般社団法人 日本声ヨガ協会「喉（のど）トレ健康かるた」（協賛品） 

 

■募集概要・応募状況 

コンテスト名 募集期間 応募数 

介護現場のあるある川柳コンテスト 
令和 7 年 7 月 10 日（木）～ 

令和 7 年 8 月 29 日（金）   

介護職員部門 29 点 

介護利用者部門 14 点 

優しさヒカル介護職フォトコンテスト 

in おおつ 

令和 7 年 7 月 10 日（木）～ 

令和 7 年 9 月 5 日（金） 
23 点 
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■審査方法 

大津市及びおおつ介護フェスタ実行委員会において審査 

 

■受賞作品 

【12:05～】 サザキヒロシの“出展ブースリポート” 

サザキヒロシさんと滋賀短期大学からボランティアとして参加している学生２名が、二手に分かれて

出展ブースを訪問しながらリポート。 

 

 

 

 

 

 

 

介護現場のあるある川柳コンテスト

【介護職員部門】

№ 賞 作品 事業所

1 大賞
「ありがとう」　利用者（あなた）と介護者

（わたし）の　合言葉
榛原の里デイサービスセンター

2 入賞 認知症　向き合う工夫で　やりがいに デイサービスセンター松の浦湯治の郷

3 奨励賞 デイの日は　笑いおしゃべり　ハレの日に ライフハピネス憩

【介護利用者部門】

№ 賞 作品 事業所

1 大賞 デイの日は　洋服選び　たのしみね デイサービ スりんく大津懐風

2 入賞
通う度　亡き人の笑顔を思い出す　楽しいデ

イ
唐崎デイサービスセンター

3 奨励賞 介護士の　爪切るしぐさ　爪の音
はーとふるリハビリ幸　個別対応型半日デイ

サービス

優しさヒカル介護職フォトコンテストinおおつ

№ 賞 作品 事業所

1 大賞 祝！最高の一日 特別養護老人ホーム　長等の里

2 入賞 とても見えない103才 榛原の里　デイサービスセンター

3 奨励賞 家事は私にお任せ。
小規模多機能型居宅介護　まごころの家なご

み
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【12:45~】 “しがけあ”って知ってる？ 

    介護のしごとの魅力をたくさんの方へ発信すべく、介護の現場で活躍する若手職員から選出された

「しがけあアンバサダー」が、ダンスなどを通じて 12 月開催の「しがケアフェスタ」をはじめとする活動を PR。 

 

 

 

 

 

【13:05~】 ＥＬＶＡライブステージ 

    関西発ダンス＆パフォーマンスグループのＥＬＶＡ（エルバ）さんによるライブ。 

 

 

 

 

【13:30~】 杉浦とＥＬＶＡと介護職員のトークセッション 

杉浦なおやさんと ELVA さんと市内で活躍する外国人介護職員とのトークセッション。日本、大津で

働こうと思ったきっかけや介護の仕事の「魅力」や「やりがい」などについて、ユーモアあふれるトークを展開。 

 

■登壇者 

特別養護老人ホーム榛原の里 ミシュラ マンディラ 氏（ネパール） 

まごころの家みどり タン ソウ 氏（中国） 

地域密着型特別養護老人ホーム紬 エイ ミャッ トゥー 氏（ミャンマー） 

地域密着型特別養護老人ホーム紬 エイ ミャッ ピュー 氏（ミャンマー） 
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【13:55～】 サザキヒロシ弾き語り LIVE ＆ キッズダンス「Soul Love Sound」 

大津市出身のミュージシャン サザキヒロシ氏の弾き語りと、

市内を練習拠点として活動するキッズダンスチーム「Soul 

Love Sound」とのコラボステージ。 

 

 

 

【14:30～】 ビンゴ大会「カイゴ de ビンゴ」 

楽しみながら介護のことを知る機会として、介護に関連する

キーワードを用いたビンゴゲームを実施。佐藤健司市長の

挨拶を皮切りにゲームをスタート。 

（14:00 頃からステージ周辺を中心にビンゴカードとノック

式マーカーをセットにして配布。参加者約 360 名） 

 

■賞 品 

商品券（JCB ギフト券）3000 円分×５名、菓子詰め合わせ 17 名 

    （参加賞：ムースケーキ型タオル、アニマルポーチタオル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【14:55～】 閉会 

東 宗樹 おおつ介護フェスタ実行委員会副委員長 

あいさつ 
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その他の催 し 

介護事業所優秀作品展示 

  「介護現場のあるある川柳コンテスト」「優しさヒカル介護職フォトコンテスト in おおつ」の応募作品及

び市内各事業所から寄せられた事業所情報の紹介を掲示。また、ポケットおおつのポイント付与も実施。 

 

                                               事業所情報様式 

 

 

 

スタンプラリー 

  会場内５箇所にスタンプラリーポイントを設け、 

すべてのスタンプを集めた方に景品（パック飲 

料）を進呈。参加者約 280 名。 
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当日 プログラム 

当日、会場にて配布（A3 二つ折り、両面カラー印刷、3,000 部作成） 
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当日 来 場者 数  

約 6,500 人 
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広報  

事前告知 

■チラシ・ポスター 

  〈作成数量〉 

   ・ポスター（片面カラー印刷） Ａ2 判 300 枚、 

   Ａ3 判 400 枚 

   ・チラシ（A4 判、表面カラー印刷／裏面（協賛

広告）白 黒印刷） 20,000 枚 

  〈配布先〉 

   ・公共施設 

   ・各介護保険サービス事業所 

（実行委員会委員を通じて配布。データを全事

業所あてにメールで送信） 

   ・大津商工会議所 

・出演・出展（店）団体 

・ブランチ大津京 

・幼稚園・小中学校・高校（配布を了承いただけ

たところ） 

・唐崎・滋賀・長等・逢坂学区の各自治会（A3 ポスター掲示、チラシ回覧） 

        

■エフエム滋賀 

局報 CM 

 

■びわ湖放送 

「金曜オモロしが」 

放送日：10 月 24 日(金) 19 時 49 分頃 

内容：番組内での 40 秒インフォーメーション告知 

  

■ブランチ大津京 

   ・イベント＆ショップインフォメーションポスター 

   ・デジタルサイネージ 
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■大津市関係 

   ・広報おおつ 10 月１日号 

   ・大津市ホームページ 

   ・大津市公式 LINE 

   ・市議会議員への案内（データにて配信） 

   ・市職員への案内（庁内用ポータルサイト掲示

板に掲載） 

   ・市政記者へのプレスリリース  ほか 

 

■その他 

・滋賀報知新聞 Web 配信日：10 月 17 日(金) 「おおつ介護フェスタ 2025」 

・京都新聞イベント情報 

・各参加団体ホームページ・SNS                            ほか 

 

事後広報（新聞記事等） 

■大津市関係 

   ・大津市ホームページ「おおつ介護フェスタ 2025 を開催しました」（準備中） 

   ・大津市ホームページ「杉浦なおやとＥＬＶＡと外国人介護職員とのトークセッション」（準備中） 

・大津市ホームページ「まちの出来事」（準備中） 

 

■その他 

・各参加団体ホームページ・SNS  など 

 

関係 機 関協 議  

■ブランチ大津京関係 

・実施内容、条件、会場レイアウト等 

・出演者控室として「ハッシュタグ大津京」の利用申込等 

・公園部分（近江神宮外苑公園）の使用について、市

公園緑地課に行為許可申請書及び使用料減免申請

書を提出 

 

■大津市保健所 

・模擬店等の食品取扱届出書を保健所衛生課に提出（10 月 22 日） 
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■消防（火気使用）関係 

・露店等の開設届出書を中消防署に提出（10 月 22 日） 

・当日、中消防署による現場確認 

 

■地元関係 

・滋賀学区自治連合会長に事業概要説明及びオープニングセレモニーへの出席依頼 

 

■駐車場関係 

・株式会社関西ケーズデンキ（ケーズデンキ西大津店）、大津市水道瓦斯工事店共同組合、株式

会社パイプラインサービスおおつ にスタッフ用駐車場の借用について協力を依頼 

 

メインステージ（ ブランチさんかく広 場 ）会 場 設営  

■保険 

・施設賠償責任保険・傷害保険加入（来場者・スタッフ用） 

 

■救護 

・本部にて対応。看護師は、ブース№21・22 株式会社ミライリハに派遣を依頼（平時はブースにて待

機）→派遣要請なし 

 

■警備（スタッフ以外） 

・前日準備後～当日朝（夜間） 警備員２名配置 

 ※今回より開始時間を 19 時からに１時間繰上げ 

・当日主要箇所 警備員３名配置 

 

■ごみ処理 

   ・ブランチ大津京の産業廃棄物処理業者による収集

（実行委員会で別途委託）。ごみ箱は前日準備時に

作成 

 

■電気設備 

   ・ブランチ大津京の電源を借用。 

 （ステージ右手 1,500Ｗ×5、ステージ左手 1,500Ｗ×10、各柱芝生広場向きコンセントは同一

回路につき合計で 1,500Ｗ） 
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実行 委 員会  

おおつ介護フェスタ実行委員会 

■令和７年度会議実績 

   ・第１回実行委員会  ４月 30 日（水） 

（１）おおつ介護フェスタ実行委員会役員の選出について 

（２）おおつ介護フェスタ実行委員会の進め方について 

（３）おおつ介護フェスタの企画内容について 

   

 ・第２回実行委員会  ７月１日（火） 

      （１）おおつ介護フェスタの企画内容について 

         ①企画等の進捗状況について 

ビンゴ大会／トークショー／スタンプラリー／アンケート 

②事務局より 

            出店者募集／介護に関する作品募集等／協賛（広告・物品）募集／ 

各関係団体との調整状況について 

      （２）おおつ介護フェスタの予算案について 

 

   ・第３回実行委員会  7 月 31 日（木） 

      （１）おおつ介護フェスタの当日進行及び運営

について 

   ①事業概要について 

   ②「カイゴ de ビンゴ」について 

 

・第４回実行委員会  ８月 26 日（火） 

（１）おおつ介護フェスタの運営について 

   ①参加団体及び会場レイアウトについて 

   ②企画等の進捗状況について 

ビンゴ大会／トークショー／川柳・フォトコンテスト等 

      ③前日準備及び当日の役割分担について 

   ④広告協賛の状況について 

 

・第５回実行委員会  10 月９日（木） 

（１）企画等の進捗状況について 

（２）前日準備及び当日の役割分担について 

 

・第６回実行委員会  1 月 27 日（火） 

（１）おおつ介護フェスタ 2025 の実施報告について 

（２）おおつ介護フェスタ 2025 の決算見込みについて 

（３）来年度の開催について 



- 16 - 

 

■委員名簿 
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　【回答数　156】 Web回答120、紙回答36

9
2

34

55

5
9

4 5

0

10

20

30

40

50

60

志
賀
ブ
ロ
ッ
ク
（小
松
・木
戸
・和

邇
・小
野
）

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
（葛
川
・伊
香
立
・

真
野
・真
野
北
・堅
田
・仰
木
・仰

木
の
里
）

中
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
（雄
琴
・日
吉

台
・坂
本
・下
阪
本
・唐
崎
）

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
（滋
賀
・山
中
比

叡
平
・藤
尾
・長
等
・逢
坂
・中

央
）

中
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
（平
野
・膳
所
・

富
士
見
・晴
嵐
）

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
（石
山
・南
郷
・大

石
・田
上
）

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
（瀬
田
・瀬
田
南
・

瀬
田
北
・瀬
田
東
）

無
回
答

市内来場者エリア内訳

10歳代以下

9%

20歳代

6%

30歳代

42%

40歳代

27%

50歳代

8%

60歳代

5%

70歳代

3%

80歳以上

0%

大津市内

123
79%

大津市外

27
17%

無回答

6
4%

Ｑ１－１ あなたの年代は？

Ｑ１－２ あなたの住んでいるところは？

30歳代・40歳代が約7割であった。

市内の方は約８割であった。

来場者アンケート結果

「市外」の内訳

草津市 6

栗東市 1

湖南市 4

野洲市 1

高島市 2

近江八幡市 2

彦根市 1

竜王町 1

京都市 4

その他県外 4

無回答 1

合　計 27

年代 人数

10歳代以下 15

20歳代 9

30歳代 65

40歳代 42

50歳代 12

60歳代 8

70歳代 5

80歳以上 0

不明 0

合計 156

1

資料１-３



広報おおつ 33

大津市ホームページ 10

大津市公式ＬＩＮＥ 1

新聞 2

テレビ・ラジオ 0

ポスター 15

チラシ（公共施設） 6

チラシ（学校・児童クラブ等） 10

チラシ（公共施設や学校・児童クラブ以外） 8

たまたまブランチ大津京に来たから 49

その他 17

無回答 14

合　計 165

広報おおつ

20%

大津市ホームページ

6%

大津市公式ＬＩＮＥ

1%

新聞

1%

テレビ・ラジオ

0%
ポスター

9%

チラシ（公共施設）

4%
チラシ（学校・児童クラブ等）

6%

チラシ（公共施設や学校・児童クラブ以外）

5%

たまたまブラ

ンチ大津京に

来たから

30%

その他

10%

無回答

8%

Ｑ１－３ あなたの職業は？

福祉系

27
17% 福祉系以外

27
17%

学生

38
25%

無職

22
14%

その他

13
8%

無回答

29
19%

Ｑ２ 今回のイベントを何で知ったか（複数回答）

媒体では、「広報おおつ」「チラシ」「ポ

スター」の割合が高い。

昨年、一昨年前に比べ、「たまたまブ

ランチ大津京に来た」との回答数が

増加した。（R5年24件、R6年23

件）

「その他」の内訳

知人・友人から 4

会社・職場から 0

家族から（親から・子どもからなど） 1

出演・出店関係 8

ホームページ・SNS等（ブランチ） 2

ホームページ・SNS等（詳細不明） 2

口コミ 0

利用している事業所からの案内 0

合　計 17

2



とても満足した

49%満足した

35%

普通

14%

あまり満足

しなかった

1%

満足しな

かった

1%

無回答

0%

【上記の理由】

◆「とても満足した」「満足した」

・子どもが楽しめた、喜んでいた／子どもと一緒に楽しめる／子どもに優しい

・スタンプラリーを子供が喜んでおり、様々な体験もあったため

・子供向けの配慮があった。

・無料やお安く遊べて子供が喜んでいた

・ブースが多い／イベントが多い／遊ぶとこが多い

・出し物の種類が多くて、しかも安い／内容豊富で楽しかった

・露店等も充実していて楽しかった

・親切に話しかけて頂けた／親しみやすい雰囲気だった

・物販と体験型サービスが区画分けされていて見やすかったため

・様々な介護施設があることを知れたから

・色々な事業所が来られていて勉強になった

・みんなスタッフ笑顔、優しさ、暖かさを感じました！子供も喜んでいました！

・安心して参加できるから

・皆んなの笑顔と活気とで元気がもらえました

・活気や愛にあるれていた！

・いろんな体験ができた／たくさんの体験ができた／普段やらないような体験ができた

・無料分が少ない

◆「普通」

・あまり時間がなかったから。

・人が多かった。

※「あまり満足しなかった」「満足しなかった」の理由記載はなし

Ｑ３ 今回のイベントにどのくらい満足したか

8割以上の方が「とても満足した」「満足した」と回答。

とても満足した 77

満足した 54

普通 22

あまり満足しなかった 1

満足しなかった 2

無回答 0

合　計 156

3



とても役

立った

27%

役立った

31%

どちらでもない

34%

あまり役立たなかった

6%

役立たなかった

2%
無回答

0%

Ｑ４ 今回のイベントは、介護について関心を持つ機会として役に立ったか

Ｑ５ 介護の仕事に興味があるか

とても興味

がある

15%

興味がある

40%

どちらでも

ない

32%

あまり興

味がない

5%

興味がない

2%

無回答

6%

約6割の方が「とても役立った」「役立った」と回答。

約5割の方が「とても興味がある」「興味がある」と回答。30

歳代～40歳代で割合が高い傾向にある。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代以下

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

10歳代以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代

とても興味がある 2 1 9 6 2 2 1

興味がある 5 3 28 20 2 1 4

どちらでもない 5 3 21 14 6 1

あまり興味がない 1 1 2 1 2 1

興味がない 1 2

無回答 2 1 5 1

とても役立った 42

役立った 48

どちらでもない 53

あまり役立たなかった 10

役立たなかった 3

無回答 0

合　計 156

とても興味がある 23

興味がある 63

どちらでもない 50

あまり興味がない 8

興味がない 3

無回答 9

合　計 156

4



Ｑ６ 今回のイベントでよかった催し 【ステージ】 （複数回答）

Ｑ６ 今回のイベントでよかった催し 【ブース等】 （複数回答）

園児による歌や手あそび 54

消防音楽隊ミニコンサート 47

「たいが」のけん玉ショー 38

"しがけあ"知ってる？ 12

ELVAライブステージ 16

介護職員とのトークセッション 9

サザキヒロシ＆キッズダンス 13

ビンゴ大会「カイゴdeビンゴ」 23

合　計 212

介護等体験コーナー 52

介護相談コーナー 15

ゲームなどのコーナー 86

川柳・フォトコンテスト 11

合　　　　計 164

【具体的なブース名等】

◆「とても満足した」「満足した」

・脳の健康度チェック

・レイクス

・ひかり病院

・釣り

・お菓子クレーンゲーム

・射的

・輪投げ

子どもが楽しめるゲームや体

験のブースの人気が高い。

5



・楽しかった

・JR大津駅前広場、JR大津駅前公園で次回開催してほしい。元気のない県都、大津駅の活

性化にもなるし、琵琶湖線の大津駅のほうがアクセス良い

・忙しいなか楽しいイベントをして頂き、親切でやさしい対応して頂けたので子供たちも喜ん

でいました。ありがとうございます。

・子供が楽しめた

・仕事として、やりがいを持っています。もっともっと介護職を目指す人がふえればいい。報

酬も充実すればいいのに、、、と思います。

・楽しかったです

・あっという間に時間が経っていました。次回も期待しています。

・このままあたたかいいベントを、継続してください！応援しています！

・介護は社会に欠かせない仕事です。

・前向きに介護と向き合って行きたいとおもいました

・前向きに介護と向き合って行きたいとおもいました

・楽しかったです。ありがとうございました。

・子どもも楽しめる楽しいイベントでした。ありがとうございました。

・子どもとたのしめた

・とても楽しかったです

・今後も続けて下さい！応援しています

・お店の人やスタッフさんが良い人たちでした。

・たのしかった

・楽しかったです

・来年の今回と同じようなイベントであればよいと思います。

・すごく温かい雰囲気で良かったです

Ｑ７ 今後もこのようなイベントがあれば参加したいか

ぜひ参加したい

45%

参加したい

31%

どちらとも言えない

15%

あまり参加したくない

3%

参加したくない

1%

無回答

5%

Ｑ８ イベント全体をとおしての意見・感想

約8割の方が「ぜひ参加したい」「参加したい」と回答。

ぜひ参加したい 71

参加したい 48

どちらとも言えない 24

あまり参加したくない 4

参加したくない 1

無回答 8

合　　計 156
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【回答数】R5：337、R6：289、R7:156

１ 参加者の年齢

経年比較

２ イベントにどのくらい満足したか

令和５・６年に比べ、令和7年は30歳代・40歳代の割合が増加した。

３ 介護について関心を持つ機会として役に立ったか

４ 介護の仕事への興味

令和５・６年に比べ、「と

ても満足した」「満足した」

と回答した方の割合がや

や減少した。

「とても役立った」「役立っ

た」と回答した方の割合が、

令和7年度は減少した。

（Web回答による選択

肢の構成による視覚的な

要因も影響している可能

性あり）

年を経るごとに「とても興

味がある」「興味がある」と

回答した方の割合がやや

増加している。

15

85

102

9

12

9

65

50

100

42

66

61

12

39

34

8

14

17

5

18

12

0

5

1
0

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7

R6

R5

10歳代以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 不明

77

109

130

54

143

164

22

29

34

1

1

2

0

8

8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7

R6

R5

とても満足した 満足した 普通 あまり満足しなかった 満足しなかった 無回答

42

61

74

48

179

194

53

37

55

10

3

3

2

0

12

9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7

R6

R5

とても役立った 役立った どちらでもない

あまり役立たなかった 役立たなかった 無回答

23

41

58

63

105

105

50

101

121

8

17

34

3

6

7

9

19

12

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R7

R6

R5

とても興味がある 興味がある どちらでもない

あまり興味がない 興味がない 無回答
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